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士別ロータリークラブ会報
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二世紀への出発 原点に戻ろうロータリー

百年を礎に原点に戻ってもう一度ロータリーを語ろう

２００５～２００６年度 RI会長

カール・ヴィルヘルム・ステンハマー

例会場／士別グランドホテル
例会日／毎週月曜日 12：10～13：10
事務所／士別グランドホテル

℡（0165）23-1234

会 長／汐 川 泰 晴
副会長／織 戸 俊 二
幹 事／川 原 一 夫

司 会 藤吉敏博会場監督

斉 唱 我等の生業

本 日 の 出 席 出席率82.53％ 会員63人中 出席者52人

本 日 の 欠 席 加藤 博、神田英一、国森和麿、佐藤元保、渋谷知宏、武田吉夫、田中 全、
（谷 義信）、寺下隆通、福島栄三、吉川紀雄、渡辺正一

メ ー ク ア ッ プ 汐川泰晴、川原一夫、織戸俊二、笹野孝志、菊地 博、佐藤元信、田中義博、
吉倉慶次郎、大塚勝人

ビ ジ タ ー

ゲ ス ト 三宅義信氏

ニコニコＢＯＸ 累計42.000円

■前週（８月８日）の記録■ ・普通例会 ・ゲスト卓話（三宅義信氏） ・理事会

・普通例会

第２１８1回例会 ２００５年８月22日（月）

今日のプログラム

８月のロータリー月間「会員増強及び拡大月間」 ９月のロータリー月間「新世代プログラム」

８月１日（月） ガバナー公式訪問例会（夜間） ９月５日 普通例会・理事会

８月８日（月） 普通例会・理事会 ９月12日 普通例会

８月15日（月） 特別休会 ９月19日 休会（法定休日）

８月22日（月） 普通例会 ９月26日 夜間例会
８月29日（月） 早朝例会

例会予定

百
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画

士別河川防災ステーション（天塩川河川敷）



■会務報告
汐川泰晴会長

先日の合田ガバナーを迎えての「公式訪問例会」

には、会員皆様のご協力を頂き有意義に無事終える

ことができました事、厚くお礼申し上げます。

第16回サフォークランド士別カップ少年サッカー

大会が、８月５日から３日間、天塩川つくもサッカー

場で、道内外から32チームの参加の中で開催され、

会場に駆けつけた父母や市民の皆様の声援を受け、

ボールを追いかけながら熱い戦いが繰り広げられて

おりました。

開会式には、織戸副会長、川原幹事、笹野新世代

プログラム委員長が出席致しました。

大会には、それぞれ係わりのメンバーの方々も多

数おられ、お忙しい中ご苦労様でした。

また、この大会の創立者であり、長年大会長を務

めておりました亡き大谷一秀さんの「サッカーを通

じての街づくり、そして子供たちの健全育成」を託

す思いを引き継ぎ、大会期間中フェアプレーに徹し

素晴らしいプレーや交流を繰り広げてくれたチーム

に、新にた大谷杯が贈られる事になりました。

今後も益々この大会が大きく発展されます事を心

から念願申し上げる次第でございます。

■幹事報告
川原一夫幹事

１）８月例会の案内

８／15 お盆で、特別休会となっております

８／22 普通例会、

８／29 早朝例会、体育館前午前６時30分集合

２）本日例会終了後理事会

３）ガバナー月信３号が届いています。理事、委員

長の皆様は、お持ち帰りを。

４）ガバナー事務所より、８月１日よりロータリー

レート変更のお知らせ。１ドル＝112円

５）地区大会の案内が来ています。10月21日～10月

22日に行われます。21日バスにて士別を７時出発の

予定。詳しくは次回の例会にて、スケジュール表と

参加受付を致します。

■委員会報告

職業奉仕委員会・足利光治委員長

●10月の職業奉仕月間に基づく地区の事業「職業

奉仕賞」優れた職業人を表彰する事業です。

推薦基準は１＝地元地域社会において、優秀で技

術またはアイデアに基づき職業に携わっている者あ

るいは団体、２＝その職業において高度な道徳的推

進を守り、推進している者あるいは団体、３＝自己

の手腕を社会のニーズに役立てている者あるいは団

体。

当クラブでもぜひ１名を推薦したいと思いますの

で協力のほど、よろしくお願いします。

■その他の報告

ゴルフ同好会・志村孝幸会員

●第４回ゴルフ同好会例会開催のお知らせ＝８月2

1日（日曜日）12時スタート

大野裕一郎前幹事

●2004年度―2005年度一般会計予算書の決算報告

■ゲスト卓話

三宅義信氏
（日本トライアスロン協会副会長・強化本部長）

※主な経歴＝1939年11月4日生まれ。自衛隊体育

学校校長などを歴任。オリンピックローマ大会（19

60年）・バンタム級金メダル、同東京大会（1964年）・

フェザー級金メダルなど。トータル世界記録８回、

世界新記録スナッチ13回、同ジャーク６回を樹立。

※卓話＝私も夢を見る男で、オリンピックを通し

ながら夢を見て

きました。

士別との関係

は今から30年前

に始まります。

人もいいし心も

すばらしい、練

習にも集中でき

たのも士別の人々

のおかげ。橘選

手もいた。

コーチ、教育、

しつけが大事で

すが、今は学校、家庭、社会教育というものが怠っ

ている。これを原点に立ち返って見直していかなけ

れば、日本という国、スポーツ界はどうなっていく

のか。昭和20年代の心に戻していかなければならな

いのではないのか。野性味とハングリー精神をモッ

トーに、しっかりと育てていかなければならないの

ではないかと思う。

基礎体力がない、オリンピックでのメンタル面が

足りない、栄養というものをまったく考えていない

―そういうことを教えてもらえないかと別な世界の

トライアスロンに挑戦している。

ゴールが見えると異様な力が出る。こういうよう

なメンタルな作り方が必要。私は技術的なことはあ

まり言いません。

自分の頭をどのように生かすのか。今、スポーツ

ならば、スポーツの脳みそを最大限に発揮させて、

世界65億のトップに立つ。オリンピックというのは

勝つためにあるのが与えられた使命です。

夢無くして理想なし。理想無くして信念は無い。

信念無くして計画は無く、計画無くして実行は無い。

実行無くして成果は無く、成果無ければ夢は見るべ

からず。やはり夢を見て毎日こつこつとやるという

ことです。（以上要約）

卓話を行う三宅義信氏


